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公団鶴瀬団地の「移り変わり」 

市民学芸員 大山 育子

難波田城資料館常設展示室に、「富士見の都市化の

始まりを象徴するできごと」と紹介されている日本

住宅公団鶴瀬団地の誕生。昭和 32年(1957)鶴瀬第一

団地の入居が始まりました。当時団地は庶民の憧れ

でした。建物は戸建て感覚の庭付き 2階建てテラス

ハウスでした。昭和 37年(1962)には鶴瀬第二団地の

入居が開始。これが富士見の本格的な都市化の始ま

りでした。2 階建てテラスハウスや 4 階建て中層フ

ラット住宅、星形住宅などのタイプがありました。 

鶴瀬第一団地に長くお住まいの方は、「団地のまわ

りは畑が多く、雨が降れば道はぬかるみに。長靴で

駅まで行き、革靴に履き替えて通勤していた」と話

されていました。 

鶴瀬第二団地近くの正興
せいこう

中央通り商店街で長くお

店を営んできた御主人は、「昭和の頃は夕方近くにな

ると大勢の買い物客で道がいっぱいになり、歩くの

も大変だった」とのこと。この商店街の入り口には

アーチ型の看板が掲げられていましたが、今はそれ

もなくなり静かな住宅街になっています。 

 1990 年代になると、公団の再開発問題(第一団地

の建替)が起こりました。住民たちは建替後の家賃が

高額になるため住み続けていけるのか、今まで築い

てきたコミュニティが壊れることなどに不安を感じ、

公団との話し合いは難航しました。NHK が取材に来

たこともありました。その頃の団地は誕生当時に植

栽された木々が大きく育ち、周囲の地区よりも緑が

濃い一角になっていました。 

平成 8年(1996）、鶴瀬第一団地の建替後の入居が

始まりました。テラスハウスは 10階建て高層住宅に

変わり、名称「アルビス鶴瀬」となりました（県営

住宅棟あり）。その後鶴瀬第二団地も建替えられ、名

称「コンフォール鶴瀬」となりました（市営住宅を

含む）。団地の誕生に伴って開校した鶴瀬西小学校は

児童数減少のため上沢小学校と統合され「つるせ台

小学校」となり、第二団地建替時、校舎の場所を新

たにして生まれ変わりました。鶴瀬西小の跡地には

コンフォール鶴瀬の高層住宅が建ち、校庭にあった

数本の桜が残されています。 
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今号の内容 

建替中の鶴瀬団地(手前住宅が建替前、奥建物が建替後) 
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難
波
田
城 

ち
ょ
っ
と

拝

見 
 

み
ど
こ
ろ
紹
介 

図
録
『
富
士
見
の
修
験
道-

十
玉
院
と
般
若
院-

』 
本
図
録
は
富
士
見
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
柳
下
家
十
玉
院
文
書
」、「
水
宮
神

社
般
若
院
文
書
」
な
ど
の
資
料
か
ら
富
士
見
市
に
お
け
る
修
験
道
の
展
開
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
難
波
田
城
公
園
内
に
は
十
玉
院
と
い
う
修
験
寺
院
が
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
修
験
道
の
大
寺
院
は
「
霞

か
す
み

」
と
呼
ば
れ
る
支
配
地
域
を
持
ち
ま
す
が
十
玉
院

は
入
東
郡
の
「
霞か

頭
が
し
ら

」
で
市
内
の
万
蔵
院
、
西
蔵
院
、
般
若
院
等
多
く
の
寺
院
を

周
辺
に
従
え
て
い
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
修
験
道
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
自
然
崇
拝
を
行

う
神
祇
信
仰
と
仏
教
信
仰
が
交
わ
っ
た
結
果
、
独
自
の
宗
教
体
と
し
て
成
立
し
た

も
の
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
幕
府
の
政
策
に
よ
り
修
験

者
は
人
里
に
定
住
し
、
霊
的
な
力
で
民
衆
の
苦
悩
や
災
難
の
救
済
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す(

里
修
験)

。
し
か
し
明
治
時
代
に
な
る
と
政
府
は
国
家
神
道
化
を
進
め
、

明
治
初
期
に
は
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
五
年(

１
８
７
２)

に
は
修
験
道
廃
止
令
が
出
さ
れ
、
十
玉
院
は
廃
寺
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
十
玉
院
霞
下
の
般
若
院
は
神
仏
分
離
令
の
出
さ
れ
た
後
の
明
治
三
年(

１

８
７
０)

に
、
水
宮
を
名
乗
り
神
官
に
な
る
形
を
と
り
、
今
日
は
水
宮
神
社
と
な
り

存
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
水
宮
神
社
に
は
文
書
の
ほ
か
、
様
々
な
修
験
信
仰

に
用
い
ら
れ
た
道
具
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
図
録
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
田
中 
聰
行
） 

 

市民学芸員のページ  ＊このページは市民学芸員が原稿を執筆、編集しました。 

 

難波田城資料館では、公園内にある旧鈴木家表門

前の畑で育てたタデアイの葉を使い毎夏「ふるさと

体験 藍の生葉染め」を行っていました。今年度は

藍の栽培から各種染めの初歩的な内容を学んでいく

全６回の講座を開催しています。 

講座では生葉染めの他に乾燥葉染め、人工藍を用

いた染めなどを学びます。また染め方も、絞り染め、

型染め等多岐にわたります。 

10 月 31 日の第 3 回目は、「乾燥葉染め・糸で縫

わない絞り染め」でした。参加者は、5人でしたが、

楽しく学んでいました。 

今回の講座の中心は、藍の乾燥葉を使って染め液

を作る作業でした。藍染めで多く使われる、藍の葉

を発酵・醸成させて作る蒅
すくも

や藍玉が無くてもできる 

 

染め方で、ご家庭でも楽しめる方法だそうです。 

作業場所となった資料館の講座室や給湯室には、

藍の香りがほんのりと漂っていました。 

私たちも毎年夏に行う古民家宿泊体験の工作でこ

れまで「絞り染めのハンカチづくり」「型染めのハ

ンカチづくり」をやったことがあります。その時は

とっても素敵なオリジナルハンカチができて、参加

した子どもたちは大喜びでした。 

 この入門講座で行われる各種の染めは、そういっ

たイベントで開発した内容を元にしたものとのこ

と。大人の参加者の皆さんにも喜んでもらえるので

はと期待しています。身近に藍染めの楽しさが味わ

える体験なので、次の機会にはぜひ参加してみてく

ださい。(古澤 立巳)  

おもしろ・なつかし体験○71  

藍染め入門講座  

 

このコーナーは、難波田城公園での体験学習やイベン

トの紹介・報告・参加者の感想などを取り上げます。 

 

絞り染め作品と藍の乾燥葉 

十玉院墓地 

(現在も園内竹林内に存置されています) 
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学びの道具 
 令和３年 10月 16日（土）～令和４年１月 10日（祝）

の間、企画展「新収蔵品展～モノが語る学び～」を

開催しています。難波田城資料館開館から 21年。そ

の間、市民や諸機関からさまざまな資料をいただき

ました。今回は、ここ８年間でいただいた１万点以

上もの資料のなかから、学びに関する資料を紹介し

ています。 

 学習用ミシン  

 このミシンは、富士見台中学校が昭和 39年(1964)

に購入し、ミシンの機構を学習するために使用した

ものです。 

普通のミシンと違い、ハンドルがついています。

普通のミシンの動力は、足踏み式か電力によるもの

ですが、このミシンは動力を手回しのハンドルとし

ており、実用には向きません。また、ミシン胴体に

カバーがなく、内部の機構が見えるようになってい

ることからも、より学習向きに作られたミシンとい

えます。 

 猿形埴輪の模型  

この模型は南畑小学校で昭和 48年（1973）に購入

されたものです。 

模型の元である埴輪
は に わ

は、茨城県行方
なめかた

市の大日
だいにち

塚
づか

古

墳で出土したものです。この古墳は 6世紀後半ころ

造られたと考えられ、埴輪もその頃のものです。埴

輪は両手と下半身が表現されていませんが、猿の特

徴をよくとらえています。猿の形をした埴輪は他に

例をみないものであり、極めて貴重な資料です。 

この模型のような教具は、教科書の文字や写真か

ら得る理解を、より具体化・直感化し、学習を効果

的にするために使用されました。教科書だけではわ

からない、立体構造などを学ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教科書コレクション  

 市内の家に代々伝えられてきた教科書です。近年

の調査で約 400冊の教科書が発見されました。年や

点数にばらつきがありますが、天明９年（1789）～

昭和 34年（1959）のものが残されています。この教

科書類は購入して集めたものではなく、実際に一族

の方が使用したものを保存してきました。 

 この資料から、どのようなことに関心を持ち、学

んできたのか、また、当時の時代背景による教育内

容の違いなども知る手がかりとなります。 

 今回の企画展では、これらの資料を実際に展示し

ています。子供のころの学びを思いだしたり、昔の

教育と私たちが受けてきた教育の違いを知ることが

できます。ぜひご覧ください。 

（菅沼 慎太郎） 

 このコーナーでは、当館所蔵の資料や富士見市ゆかりの資

料を紹介します。今ではあまり使われなくなったものから

わたしたちの身近な歴史をひもといてみたいと思います。 

人の創ったもの★人の使ったもの 

 
学習用ミシン 

 

 

 

 

 

 

 

 

猿形埴輪模型 

猿形埴輪模型 

 

教科書コレクション 

左から、理科（1952年）、歴史（1911年）、商売往来（1816年） 



令和 3 年 12 月 1 日発行             難波田城だより 2021 年冬号(通号 90号) 

 

‐4‐ 

＊＊冬のイベント予定＊＊ 

●春季企画展 

「鷹場の村々」 

 市内の村々は江戸時代には尾張徳川家の藩主が

鷹狩りをする鷹場となっていました。当時の資料

などから、鷹狩りの様子や村々に課せられた負担

などを紹介します。 

会期／3月 19日(土)～6月 12日(日) 

会場／特別展示室 

●「つきたてのお餅」の販売 

 ちょっ蔵市で、つきたての餅の販売をします。 

とき／12月 19日(日)  午前 11時～売切れまで 

価格／１パック 200円  会場／旧金子家住宅 

主催／難波田城公園活用推進協議会 

●ふるさと体験「正月飾りづくり」 

とき／12月 26日(日) 

    午後 1時～3時 

会場／旧金子家住宅 

対象／市内在住在勤の方 

定員／8 人（応募多数の場

合、初参加の方優先） 

参加費／1,100円(材料代) 

持ち物／はさみ 

指導／吉川
きっかわ

節男
せ つ お

氏 

申込み／12月 1日(水)午前

9時から電話で 

 

●正月飾り材料の販売 

受付／12月 1日(水)～12月 16日(木) 

   午前 9時～午後 5時に電話で 

※12月 17日(金)以降のキャンセルはご遠慮 

ください 

引渡し／12月 26日(日)午前 11時～午後 3時 

に当資料館で 

費用／1組 1,000円(橙なし) 

 

 

 

 

 

 

●ふるさと体験「古民家で手作り味噌」 

 手作業の味噌づくりを体験し、自作の味噌（2kg

分）を持ち帰ります。 

とき／2月 26日（土）  午後 1時～3時 

会場／旧金子家住宅  参加費／1,500円（材料代）

定員／市内在住在勤の方 15人  

      (中学生以上。申込み順・初参加者優先)  

持ち物／エプロン、三角巾、容量３㍑以上の容器  

指導／柳下
やぎした

春
はる

良
よし

氏  

※詳細は広報「富士見」2月号をご覧下さい。 

ちょっ蔵市（難波田城公園活用推進協議会主催） 

12月19日(日) つきたてのお餅 

１月23日(日) マユ玉だんご 

２月 お休み 

３月27日(日) 草もち 

田舎まんじゅうの販売 

毎月第一、第三日曜日に行ないます。 

各日ともに 10:30～売り切れ次第終了です。 

12月～2月の販売日 

12月 5日・19日、１月 16日、2月 6日・20日 

「昔のおもちゃ」一部利用再開 

旧金子家住宅の前に置いてあり、好評を博していた

「昔のおもちゃ」。感染症対策をした上で一部おもち

ゃ(竹馬、だるま落とし、けん玉など)を利用できる

ようにしました。消毒液も常置してありますので、

ご活用の上、楽しんでもらえれば幸いです。 

年末年始の休館のお知らせ 

資料館と古民家は 12月 29日(水)から 1月 3日（月）

まで休館です。公園は無休で、午前 9時から午後 5

時まで開園しています。  

 

※なお、ここに掲載されたイベント等も含めコロナ

の感染状況などにより変更となる場合があります。

最新の情報は資料館公式サイト(下記 URL、QRコード

よりアクセス可)をご覧下さい。 

 

資料館公式サイト 

富士見市立難波田城資料館   ℡.049-253-4664 Fax.049-253-4665 

〒354-0004埼玉県富士見市下南畑 568-1 

https://www.city.fujimi.saitama.jp/madoguchi_shisetsu/02shisetsu/shiryoukan/nanbatajo/index.html 
◆休館日／月曜日(祝日を除く)、祝日の翌日(土・日・祝日を除く)、年末年始 開館時間／午前 9 時～午後 5 時  

◇公園休園日／なし  開園時間／午前 9 時～午後 6 時（4月～9 月） 午前 9 時～午後 5 時（10 月～3 月） 

 


